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衣服の動作適応性に関する研究　　　第1報
上肢の上挙動作にともなう寸法変化とゆとり　－一－
入　来　朋　子
須　貝　文　子
Ⅰ　緒　言
被服構成の基礎研究としては，着衣基体としての人体
の形態的特性の適確な把垣と，それに対応する衣服型紙
の理論的設定が重要な研究課題であり，すでに，衣服寸
法の基準設定を目的とした身体計測的研究や体型の分
析，体型の年代的変化など静的状態における人体の形態
1）2）
把達には多くの研究例がある。また，近年，人体の立体
構造や体表の曲面構造を工学的に追究する試みも進めら
れ，人体の立体把墟とともに，関野運動に基づく体表の
寸法的，形態的変化や人体の動的体型の把撞，いわゆ
3）4）
るキネシオロジー的研究も進められている。しかし，人
体の運動と被服構成との関係を型紙設定と関連してとら
えた報告例はいまだ少なく，特に人体のうちでもっとも
運動範囲の広いとされる扁関節の運動と被服との関係に
ついては，上肢の動作について主としてその形態的変化
5）
を追究した三善の報告のほか，石亀　高橋，増田らの研
6）7）8）9）
究例があるにととまる。
今回は，動的体型に適合する衣服型紙設定の一資料と
して，複雑な肩関節の運動に関して，両上肢の上挙動作
による関係部位の寸法変化と，それに対応する紬を中心
とした衣服のゆとりについて，日常的動作と作業動作に
対する構成上の考察を試みた。
Ⅰ　資料および研究方法
1）　計滅項目および計測方法
立位正常姿勢において，静立時および両上肢上挙動作
（前挙，側挙，後挙）時の，各上挙角度における関係部
位の寸法を計測し，、計測項日ごとに，紗作によって生じ
た寸法変化を数量的に求めた。
計鄭項目は，幅径5項目（背肩巾，屠れ　背中，頚椎
点→背巾計測点，胸巾），長径9項目（背丈，胴部後丈
（A，B），胴部前文（C，D），胸巾線ヰ胴囲線，わ
き下丈，袖下丈（E，F）），周箆3項目（胸Ⅰ軌　膵付
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根囲，上梅園）の合計17項目とし（図1），次のように
それぞれの実長および鉛直距離を計測した。
（∋　背肩巾：背面において左右肩先点の間
㊥　肩巾：右頚側点から肩先点まで
①　背巾：肩先点から腕付根下端までの中点において，
左右腕付根線の間
①　頚椎点→背巾計測点：頚椎点から右背巾計測点まで
①　胸巾：背巾と同じ高さにおいて左右胱付根線の間
①　背丈：背面正中線において頭椎点から胴囲線まで
⑦　胴部後丈（A）‥右肩中心から背面正中線と胴囲線
との交点まで
⑧　胴部後丈（B）：右肩先点から上記交点まで
①　胴部前丈（C）‥右肩中心から前面正中線と胴囲線
との交点まで
㊥　胴部前丈（D）：同じく右乳頭点を通りその直下の
胴囲線まで
⑪　胸巾線→胴囲線‥前面正中線上において胸巾線から
胴囲線まで
⑲　わき下丈：右腕付根下端の中点から脇縫目線上に沿
って胴囲線まで
⑩　袖下丈（E）‥右腕付根下端の中点から袖下縫目線
上に沿って手首線まで
⑭　袖下丈（F）：同じく上膵囲線まで
⑯　胸囲：左右乳頭点を通る水平周径
⑯　腕付根囲：右腕付根における周径
㊥　上膵囲：右胸巾計測点より12侃下の位置における上
汐‘の周径
計測方法はお茶の水女子大学被服構成学研究室で設定
した方法に準拠した。
2）　動作
両上肢の上挙角度は前挙，側挙は450，900，1350，
1800とし，後挙は450　とした。
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図1　計測部位
計測時の動作固定は，壁面に10C鯛方眼のスクリrンを貼
り，その前面の一定位置に立った被験者の，立位正常姿
勢における両上肢上挙時の左右車指先点の位置を，各上
挙角度ごとに，各：竣験者について方眼線上に常に一定に
保つことにより固定した。（写真1）
写真1　計測時の動作固定
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3）　被験者
被験者はローレル指数のほぼ等しい22才～25才の3名
の女子で，3名の被験者（Ⅹ，Y，Z）の体格を概観す
ると，身長，体重，ロ【レル指教，および静立時におけ
る身体各部の計測値は，表1に示すとおりである。
被験者の体型の特徴は，それぞれの静立時における羅
断体型と横断体型を，コソフォーメイチャー（フランス
p　ベッドKK），KYSスライディングゲージ40C紙用（山
越製作所）を用いて測定した結果，Ⅹほ反身体型，Y，
Zは屈身体型の傾向であった。なお，被験者には比較的
伸縮性に富んだ木綿のノースリーブのアンダーウェアー
と，ナイロンのぺティコ【トを着用させた。
表1　被験者の計測値（静五時）　（㈹）県
身　　　　　長
体　　　　　重
ロ・－レル指教
※体亘巨（袖）、ローレル指数は除く
4）　計測年月
1976年7月中旬，9月上旬
Ⅱ　結　果
1）　寸法変化の傾向
各動作の計測値を，静立時（上肢下垂）の数値に対す
る変化率（％）で表わし，各計測項目ごとに軌∵即こよっ
て生じた寸法変化を表で示すと表2のようになる。他の
2名についても，ほぼ同様の表が求められた。
その結果，10％以上の変化が見られたのは幅二萎5項
目（背肩巾，肩巾，背巾，頚椎点→背巾計測点ノ　胸巾）
と長径5項目（胸巾線→胴囲線，胴部前丈（C），わき
下丈，袖下丈（E，F））の合計10項目で周径項目につ
いては，顕著な変化は訝められなかった。
両上肢上挙にともなう各部位の寸法変化の傾向を上記
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表　2　　両上肢上挙にともなう寸法変化（変化率 ％） －被験者Ⅹの例－
背　　肩　　「け
肩　　　　　　　巾
背　　　　　　　巾
頚椎点→背巾計洲点
胸　　　　　　巾
背　　　　　　　丈
胴部後丈（A）
胴部後丈（B）
胴部附丈（C）
胴部前丈（D）
胸巾線→胴囲線
わ　　き　下　丈
袖　下　丈（E）
袖　下　丈（F）
胸　　　　　　　囲
腕　付　根　田
上　　　膵　　　囲
10項目について図示すると，それぞれ図2～図5のとお
りである。
以上の園から明らかなように，寸法変化の顕著な傾向
は，幅径項目において背肩巾，肩軋　胸巾が前挙，側拳
の上拳動作により著しく減少し，長径項目において胸巾
線→胴囲線，わき下丈，袖下丈（E，F）が増加するこ
とである。すなわち，よこ方向の寸法は肩の部分におい
て著しく縮み，たて方向の寸法は，特に前面および体側
において伸びている。この事実は，三吉による上肢側挙
5）
時のデルマトグラフの変化と全く一致する。
また，背巾と胸囲は特異な傾向を示し，背巾は前拳に
おいては，上挙角度908　までは増加するが，それ以後は
上挙につれて減少し，後挙では著しく減少する。胸巾
は，側拳においては上巻角度450　までは増加するが，そ
の後は上拳にともなって急激に減少し，後拳では増加す
る。さらに，上挙角度450における前，側，後挙（900
→1800→2700）への上肢の外転による両者の寸按変化
は図6のようである。
図に見られるように，背巾は上肢の外転によ　り直線
的に減少するが，胸巾は前挙から側挙への間で顕著な増
加を示すものの，後挙に向っての変化はきわめて綬懐で
ある。
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2）　伸縮寸法の最大値
各項目の寸法変化について，3名の被験者における伸
縮寸法の最大値を検討した結見各項目について最大伸
縮寸法とその動作は，表3のとおりである。
3）寸按変化と体型との関係
胸巾について
図6にみられるように，上肢の外転による胸巾の寸法
変化には体型による差が認められ，反身体型では前挙か
ら側挙への変化率が大きく，後挙に向ってさらに増加す
るが，屈身体塾七は側挙から後挙への増加がなく，むし
ろ減少の傾向が見られる。
背丈，胴部後丈（A）について
図7は背丈の寸法変化を，図8は胴部後丈（A）の寸
法変化を示したものである。これによると，背丈は反身
体型ではほとんど変化は認められないのに対し，屈身体
型では特に前挙1350～1800の間で減少の傾向を示し
ている。胴部後丈（A）においても同様な瞭向が見ら
れる。
節
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駄　空　相　（故）
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図　6　上華角度450の背巾と胸巾の寸法変化
前　　　　側　　　　後
挙　　　　挙　　　　挙
動　　　　作
表　3　　　　最　大　伸　縮　寸　法　と　そ　の　動　作
最　大　伸　縮　寸　法
項　　　　　　目
背　　肩　　　巾
肩　　　　　　　巾
背　　　　　　　巾
頚椎点→背巾計測点
胸
骨
胴
胴
胴
胴部前丈（D）
胸巾線→胴囲
下　丈（E）
膵
動　　　　　　　　作
直上上拳1800
直上上巻1800
後学450
後挙450
直上上挙1800
直上上挙180D
直上上拳180つ
側挙1350
直上上挙180つ
後拳450
後挙45P
直上上拳1800
側挙1350
前拳450
備　　　　考
十3．8ご9．8％）側挙90’
＋8．7（30．2％）側単900
＋4．0（19．4％）側挙900
＋6．4（16．0％）側挙900
＋5．7（107．5％）側挙
900
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図　7　　背丈の寸法変化
側　　挙
45　　　　　　　90　　　　　　135　　　　　　180
削　　挙
りこし一　一X
一・1－　－1◆
‾一〇一－Z
上　挙　角　度（度）
国　8　　胴部複文の寸法変化
側　　挙
■　＝’
45　　　　　　　90　　　　　　135　　　　　　180
抒　　挙
一一日□・一・・Ⅹ
一一・一△・一・Y
・一一一〇－Z
45　　　　　　　　90　　　　　　　135　　　　　　180
上　挙　角　度（庇）
Ⅳ　考　察
以上の結果に基づいて型紙設定上の問題点を考察する
と，上肢上挙動作により生ずも寸法変化に対応したゆと
りをどのように型紙に組みこむかが問題となる。
まず，ゆとりを必要とする部位は上肢上挙動作により
・J・法の増加する部位であり，ゆとりの分畳は，日常的動
作と作業動作とで必要なゆとり量が適ってくる。日常的
動作に対しては，日常生活における平常的な上肢の動作
昭園として，上挙角度450～900　の前，側挙動作および
450の後挙動作に支障のないゆとり畳が必要であり，ま
た，作業動作に対しては，1800　までの上挙動作に対応
する分量を組みこむことが必要となろう。
この視点から，従来用いている衣服原型を検討し，さ
らにゆとりの入れ方を考察すると次のようである9
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1）　背面上部の寸法変化に対するゆとり
背巾：前挙動作において，上挙角度900にいたるまで
増加しその後は減少するが，日常的動作龍田の900　のと
き，最大値8．4αと（増加率27．1％）の増加が見られるので
（表3），日常生活においてもっとも頻度の高い前挙動
作に適応するため，背巾のゆとりは日常着の型紙に是非
組みこむ必要がある。従来日常着の原型では，背巾には
搾寸寸法～こ1mのゆとり量を加えていたが，これだけで
は十分でない結果となる。
実際には背巾のゆとりは，上挙動作にともなう衣服の移
動により一部が掃われている。すなわち，片上肢上挙の
場合は他方の上肢の抽つけ線の移動により，また，両上
肢上挙の場合は，肩先点の上方への移動：こともなう衣服
の上方への移動および的巾のゆとりにより補われてい
祈
??????（?）
??????（?）
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る。したがって，最大ゆとり量として表3による約8cm
のゆとりを与えるためには，これをデザインで補うか，
あるいは同時に，素材にも伸縮性に富む材料を選ぶこと
が望ましい。
頚椎点→背巾計測点：前挙動作において上挙角度900
まで増加し，900上挙で最大値1．6cm（8．4％）の増加が
みられるが（表3），その後は，上挙にともなって減少
する。すなわち，背巾と同様に上挙角度の大きい作業動
作よりも，日常的動作において増加する。これは，前挙
動作による背巾計測点の移動が，背巾線上のみでなく，
この方向にも寸法増加をもたらすことを示すもので，こ
のゆとり量は，実際には原型において背巾に加えた1C刑
のゆとりと，補つけ線の移動とによっ補われている。
さらに不足分は，素材の伸縮性によっても補い得る量で
あるので，肩のヨークにバイアス布を用いるなどの方法
は適切な配慮と言えよう。
2）　前身ころ上部の寸汝変化に対するゆとり
胸巾：前挙，側挙動作では減少するが，後挙動作では
増加し，上挙角度450で最大値2．2∽（7．2％）の増加が
見られる。しかし，日常生活において後学動作の頻度は
多くなく，他の上挙動作では上挙にともなって減少する
部位でもあるので，日常着としては，型紙設定に際して
このゆとりは省くことも可能で，その他の体幹部の動作
を考慮に入れても，家庭着程度の動′乍範囲においては，
素材に伸縮性に富む材料を選ぶことにより補い得るもの
と考えられる。実際にはこのゆとり量は，袖つけ線の移
動により袖巾のゆとりで補い得る量でもある。したが
って，従来，日常着の原型は胸巾は採寸通りの寸按で設
計していたが，妥当な方法であると言えよう。しかし，
運動量の多い作業着については，後挙動作にも十分に適
応するゆとりが必要で，原型に加えるゆとりとと・もに，
ギャザ「，タック，スモッキング，シャーリングなぜ，
デザインで補う配慮も必要となる。
胸巾線→胴囲線：上挙角度900の側挙動作で最大値
8．700（30．2％）の増加が見られ，1800上挙においては12．2
m（40．9％）となり，上挙にともなう寸法噌加は著し
い。これは三吉のデルマトグラフによる皮膚の変化から
知られるように，上肢上挙により腕付根線が前面におい
て上方に移動し，胸巾計乳点が上昇するためで，この部
位の皮膚の伸展が特に大きいことによる。実際に1800
上挙時の胸巾線はネックラインを越えて顔面下部を通過
する線となり，衣服は両肩からネックライン周辺にしわ
となって寄せ集まる結果となる。したがって，この皮膚
の伸展にともなう衣服の移動を可能にするバストのゆと
りが必要となり，衣服の丈に関するゆとりとして胴部前
きS
丈（C）の寸按変化が問題となる。
胴部前丈（C）：上挙角度900の側挙動作で最大値
3．800（9．8％），1800上挙で4．8cm（11．9％）の増加が
見られる。これは，上挙動作にともなって肩先点が上方
へ移動するために生ずるもので，それだけ衣服のウェス
トラインが上昇することになる。したがって，日常着の
場合は，静立時にも適合した衣服を考えるならば，特に
ワンピース仕立ての場合は，前丈にゆとりを組みこむよ
町はむしろウェストライソの上昇にともなって生ずる胴
囲寸法の増加を考慮し，ウェストに加えるゆとりを考え
るのが良いであろう。ブラウジングは前丈にこのゆとり
を組みこむ場合の良い着装方汝と言える。また，作業着
の場合は，ツーピース仕立てにして，上衣丈に5cm内外
のゆとりを入れる必要があろう。
3）　袖つけ周辺の寸絵変化に対するゆとり
わき下丈：上挙角度900の側挙動作で最大値4．000（19．4
％），1800上挙で10．1cm（46，7％）の増加が見られ
る。これは，上肢上挙により腕付根線が上方に移動し，
腕付根下端の位置が高くなることにともなう腋礪部の皮
膚の伸展に起因するもので，皮膚の伸展に適応した伸縮
性を有さない衣服の材料においては，この寸法増加は，
ウェストライソまたはすそ線におけるわきのつれ上りと
なってあらわれる。実際に衣服におけるわきのつれ上り
は，上挙動作により生ずる体幹部のわき下丈の増加分
に，上肢の袖下丈（EまたはF）の増加分を加味した寸
法となる。
袖下丈（E，F）：Eにおいては90つ側挙効作で6．4C都
（16．0％），1800上拳で11．2cm（28．0％）の増加が，
また，Fにおいては前者で5．7cm（107．5％），後者で
8．200（154．7％）の増加がそれぞれ認められる。Fの寸
法変化が著しく大きいことは，上挙動作により生ずる寸
法変化の主たる部位が腋南都にあることを示しており，
わき下丈の増加と同様に，袖下丈（E，F）においても
上肢上挙にともなう腋宿郡の皮膚の伸展が主としてこの
寸法唱加をもたらしていることがわかる。
以上二つの寸法の増加分を加えたものが，わきのつれ
上りの最大値として，袖丈と身丈を含めた丈のゆとりの
最大分量をあらわす。すなわち，長袖衣服の場合の丈の
最大ゆとり量は，日常着では10．4〇郡（わき下丈4．0cm十袖
下丈（E）6．4〇m），作業着では21．3m（わき下丈10．1
cm十袖下丈（E）11．2cm）であり，また，短袖の場合は
日常着で9．7cm（わき下丈4．0m＋袖下丈（F）5．7Cめ，
作業着で18．3cm（わき下丈10．1の十袖下丈（F）8．2∽）
となる。
しかし，短袖の場合は，実際には，図9に模型的に示
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したように，上挙にともなって袖口線が移動し，上挙に　　行な・った結果，上挙動作にともなう袖口線の移動による
よる袖下丈の増加分を補っているので，この袖の移動を　　袖下のつれ上り，および裾におけるわきのつれ上り寸法
可能にするための袖口寸法のゆとりが必要となる。　　　　は衷4－1に示すようであり，移動した袖口線上におけ
被験者Ⅹについて木綿地の短袖ブラウスで着用実験を　　る上隅田の変化は表4－2のようであった。
図　9　　上肢上挙による袖口練の移動の状況　（側挙動作）
458　　　　　　　　　900　　　　　　　　1350　　　　　　　　1800
証　　袖下とわきのつれ上り寸法は4－1参照
表　4　－1　半袖ブラウス着用時の袖下とわきのつれ上り寸法
表　4　－　2　　移動した袖口線上における上脾園の寸法変化
この結果によると丈の最大つれ上り量は，日常動作で
（前挙900の場合）13．7㍍聞，作業動作で（直上上巻1乙00
の場合）24．9mとなっており，体表の寸法変化にほぼ対
応した倍が示された。作業動作におけるこの寸法変化は，
日常着の紬の作図法では対応しきれない寸法である。
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また，移動した袖口線上での上膵国は，直上上巻1800
において，最大値を示し，1．700（約7．7％）の増加とな
っている。この値はこの短袖において，袖の移動を可能
にするための必要最少限度の袖口寸法のゆとり畳である
が，この問題は素材の伸縮性に負うところが大きく，ア
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ームホールのゆとり，袖ぐり即玖　さらには袖丈によっ
ても異るはずであるから，今後それらの関連においてさ
らに追究する必要がある。
また，ぴったりしたカフスで袖口をとめる場合には，
袖丈および袖巾に，前述の寸法変化に応じた十分なゆと
り畳を入れなければならない。
なお，着装上，衣服のわきのつれ上りによって，下着
のスリップがすそから見えることがあるが，これは，袖
のないスリップにおいては，腋落部の皮膚の伸展にとも
なう体側の寸法変化が衣服におよぼす影響が少ないため
で，肩の一部で吊っているスリップと着衣とでは，肩部
の複雑な伸縮にともなうわきのつれ上りの現象が異なる
ことを示している。
4）袖の型紙について
上肢の上挙動作にともなって袖下丈が著しく増加する
ことは先に述べたが，さらに，上肢上挙時の体表展開
5）8）
国によると，上肢上挙にともなって上腕部の体表にお
いて，袖山の高さは減少し，袖巾は増大する。したがっ
て，上肢の上下運動に対応する袖の型紙設定匿は，上挙に
よる寸法変化と形態変化の二つの要素が大きく関与し，
袖の型紙は，上挙角度が増大するほど，（すなわち運動量
の大きい衣服ほと）袖山の高さは低く，袖巾は広く，か
つ袖下丈は長くなければならず，これら三者の関係は，
袖の動作適応の上で基本的な必要条件であることがわか
る。従来用いている袖の型紙について．この三者関係を考
察すると，まず，袖山の高さは通常日常着では竿＋2
～3孤作業着では讐～竿の間で運動量の多い場合ほ
ど袖山の高さを低くしている。
周知の一般的袖の製図においては，袖丈が一定であれ
ば袖山が低いほど袖巾は広く，袖下丈は長くなる。そこ
で3名の被験者（Ⅹ，Y，Z）について，袖山の高さを
日常着ほ等＋2仇作業着は竿として1実測値に基
づいて袖の型紙を設計し，両者間の袖巾と袖下丈の寸法
変化を検討した。その結果は表5に示すようであった。
この表によると，3名の平均偏で，日常着と作業着の
間で袖山の高さが5．4珊（44．2％）低くなったとき，袖
巾は2．9cm（15．7％）増加し，袖下丈は長袖で5．3C都
（13．5％），短袖で5．5C吼（70∴％）増加している。
また，袖下丈の増加を封洗億の寸法変化と比較する
と，計測値では，上挙角度900～1800の間の袖下丈の
増加は，長袖で4．6m（12．0％），短袖で2．5C都（47．2
％）であるから，型紙における増加とほぼ類似した変化
を示しているとみて良いのではないか。
したがって，従来の袖の型紙は，上肢上拳にともなう
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寸法変化に対応して，袖下丈，触巾，袖山の高さの変化
に関する基本的な必要条件については，これを満たして
いると言えよう。
5）　アームホールのゆとり
本実験の結鼠　上肢の上下運動により，阪付根国の寸
法にはほとんど変化が見られないことが明らかとなった
が，膵付根線の位置および阪付根園の形態には，顕著な
変化が認められ，特にそれらの変化にともなう肝窟部の
皮底の伸展が，袖下丈およびわき下丈の寸法変化に多大
の影響をおよぼし，衣服の袖つけにおける動作適応性の
上に大きな問題を提起していることがわかった。上肢の
上下運動を支障なく行なわせるためには，袖下丈，わき
下丈の寸法変化に対応したゆとりを，袖および身ごろの
丈において考慮するのみでなく，アームホールにおいて
も考慮することにより，上肢の上下運動により生ずる肺
商都の大きな寸法変化に対応した袖の動きを可能にし得
る。
従来，日常着の原型におけるアームホールの寸法は，
欧付根因に5仰のゆとり畳を加えたものとしていたが，
前述のとおりアームホールのゆとりは，防付根の塔径に
加える寸法で決めるのでほなく，上肢下垂時の既付根下
端から下方に加えるゆとりの分量（わき下り寸法）で決
めるのが適当であろう。着衣時のわき下り寸法は，約2
mが上限であると言われ，またアームホールb下限がバ
ストラインより下ると，上肢の上巻角度が減少すること
6）9）
はすでに知られている。
Y　総　括
立位正常姿勢において，両上肢上挙時の前乳側拳，
後学動作の各上巻角度における関係部位の寸法を計測
し上肢上拳にともなうその寸法変化と，それに対応す
る衣服のゆとりについて，構成上の問題点を考察した。
おもな結果は次のとおりである。
1）　寸按変化の顕著な背厨吼厨机胸巾などの幅
径項目の寸法は，前挙，側挙の上挙動作により著しく減
少し．わき下丈，袖下丈（E，F），胸巾線→胴囲線な
どの体側および前面における艮径項目の寸法は増加す
る。胸囲軋肪付根臥上階囲などの周径項白には鱒とん
ど変化は認められなかった。
2）　胸吼背丈　胴部後丈（A）の寸法変化には，
体型よる差異が認められた。
3）　上記寸法変化に対応する衣服のゆとりについ
て，構成上の考察を試みた結果は次のようである。
動作により寸法の増加する部位の最大伸縮寸法から，
ゆとりを必要とする部位についてそれぞれ叔大ゆとり塵
の目安が得られたが，衣服としては，動作によるこの寸
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法増加を満たすとともに，静立時の体型にも適合し，か
つ美しいことが要求されるので，ゆとりの入れ方は，型
紙において考慮するゆとり畳のほか，これをデザインや
素材の伸縮性によって補うことも必要となる。
背巾は日常的動作において最も寸按の増加する部位で
あるため，これに対応するゆとり畳としては，型紙で考慮
するゆとりのほか，従来行なわれているように，ヨーク
のきりかえや，ギャザー，タック，プリーツあるいはフ
レアーなど，デザイン面でこれを補うことが望ましく，
胸巾についても同様な配慮が望まれる。また，わき下
丈，袖下丈などの体側における大きな寸法変化に対応す
るためには，袖および袖つけの構造は，袖山　袖巾，袖
●下丈，袖口，アームホールのゆとり畳や形態について，
日常的動作と作業動作とでは，その構成を異にすること
が必要で，袖のデザインは特に重要な意味をもつ。作業
動作に適応する袖の形として，ドルマンスリーブ，キモ
ノスリープ，ラグランスリーブ，さらにはパフスリー
ブ，ビショップスリーブ，などがあるが，これらはデザ
インによりそのゆとり畳を補っている例で，今後これら
の袖について前述の構成上の問題点をさらに解析的に追
究してゆきたい。
なお，動的体型に適合し，かつ静立時にも美しい衣服
を求めるために，素材については伸縮性の大きい材料の
需要度がますます増大するのではなかろうか。
おわりに，本研究は本学の横山教授の御指導のもとに
行なわれたもので，終始御懇切な御指導を賜わりました
同教授に深甚なる謝意を表すものであります。また，本
研究について御教示，御助言をいただき，計測器具につ
いての御便宜を計っていただいた本学体育研究室の降
旗，横内両教授と，被験者として協力いただいた本学卒
業生の前山久子，永山竹美両氏に，厚く御礼を申し上げ
ます。
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